
第１９回笠岡市木山捷平文学選奨

木山捷平短編小説賞

受賞作品発表 令和６年１月２２日

第１９回木山捷平短編小説賞は上記の作品に決定しました。

【あらすじ】

高校三年の「俺」は毎年、夏休みにはこの島に来て、ジイちゃんの家で一ヶ月ほど過

ごす。今年は昼に島おこしのビジネスの手伝い、夜は受験勉強と日々忙しくしている。

ジイちゃんは自分の船を修理に出しているため、他の漁師の手伝いをしているが、年齢

のことを考えると、今後は今までのように働けないという。

「俺」は夏休みになる前、一緒に受験勉強を頑張っていた亮太から、大学進学をやめて

親戚が営む料亭に就職すると告げられ、置いてきぼりを食ったような思いを抱いている。

だがある日、蔓延するウイルスの影響で就職の話がなくなったと亮太から電話で聞いた

「俺」は、どこか安堵している自分に気付き、夜の浜辺で激しい自己嫌悪に陥る。開けて

翌朝、立ち直った俺は島に来た亮太を迎えに行く。

応募総数 ２６７編

最年少 １５歳

最高齢 ９４歳

プロフィール

ふりがな

氏 名 非公表

ふりがな とらま しんかん

筆 名 寅間 心閑

住 所 東京都世田谷区

年 齢 ４９歳

受賞作品 「未熟な悪人」 寅間心閑


